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今後、周囲に依存症について正しく理解して
もらう、依存症の予防に少しでも役立ててもら
うためにも、講演会等、場所を問わず、自身の
依存症や回復経験を発信していく必要を強く感
じた。自らの依存症回復が最優先ではあるが、
自身と同じような苦しみを抱える人を少しでも
減らせるように取り組みを続けたい。
以上が白水の考察である。ネット・ゲーム依
存からの回復のための社会資源はまだまだ少な
く、また、学童期から青年期の比較的若い世代
に多いことから、既存の他の依存症の回復施設
がピッタリ来ないことも多い。そのため、どの
ような手段で回復を目指すかは個々に検討せざ
るを得ず、ない資源は自分たちで作り出すしか
ないのである。若い当事者のそのような「生き
るためのアクション」を、私たちはサポートし
ながら共に歩む必要があるであろう。
Ⅲ．総合的考察―アディクションと生
以上のように、本研究会では、新しい様々な
アディクション問題と向き合う当事者による研
究という形を取ってきた。その中で見いだされ
たことは、多種多様な人々のアディクション問
題に対応するには、既存のアプローチだけでな
く、多様なアプローチが必要であるということ
であるが、何よりも「当事者の語り」の場を設
けるということであった。また、本研究会で開
発した「優先順位のワーク」においては、直面
している課題やそれ以外の日常の事柄など、心
に浮かぶ様々な事象をいったん付箋に書き出
し、マッピングして、眺めてみたのであった。
そして、1回目と 2回目のとの比較から、自身
が抱えている課題がより明確になると同時に、
置かれている状況により優先順位が異なること
を見て取ることができ、俯瞰的に自己をとらえ
ることができたのであった。これらのアプロー
チを組み合わせることで、自分を語りながら見
つめなおし、少しずつアディクションの問題を
相対化できるようになるものと思われた。
また、ネット・ゲーム依存の普及啓発講演に
おいては、当事者と研究者は活動を共にしなが
ら、その中で話をし、聴き、依存症についての
必要な情報を伝える公開カウンセリングのよう
な意味合いもあったかもしれない。それと同時
に、当事者は来場者にネット・ゲーム依存の実
情を伝えるという、他の誰にもできない「仕事」
の担い手の役割を果たし、当事者としての自信
をつけていったと考えられる。生きることに行
き詰っていた彼であったが、話をするのは苦に
ならないという強みを活かして、逆境をはねの
けたと言うことができる。また、今後は自助グ
ループの創設と運営を行う中で、さらに自信を
つけていくだろう。
人はそれぞれ与えられた環境の中で、手持ち
の資源を駆使しながら、なんとか生き延びよう
とする。持って生まれたものが、他者との交流
や生活環境の中で形を変えていき、その人のそ
の人たる性質や傾向を形作っていく。生きてい
る中で、人の心の中に澱んでいくもの、心の奥
深く、その人の存在の中心ともいえるところで、
求めて止まないものや渇望するもの、受け入れ
がたいものや消化できないもの、それらのため
に生きることが苦しく、淋しく、満たされない
という何かがあり、そのこととアディクション
とは深い関係があるように思われる。人生が続
いていくに伴って、力を付けたり、強くなって
いったりするところもある一方で、変わらずに
抱え続けている弱さもあり、いつまでたっても
ダメな情けない自分を誰にも見せられない分、
嗜癖行動によって埋め合わせたり、紛らわせた
りしながら、胡麻化しているのかもしれない。
アディクションは、生きることに伴う苦痛を和
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らげ、現実の過酷さを、束の間、直視せずにい
させてくれる、脳内麻薬とそれによりもたらさ
れる幸福感なのかもしれない。
しかし、アディクションによって社会生活が
行き詰まり、人生がどうにもならなくなる時が
ある。行く先は、死か病院かセルフヘルプグルー
プか回復施設（または刑務所）以外にないのだ
ろうか。これまではそれ以外に選択肢はなかっ
た。しかし、アディクションが多様化している
中で、回復の選択肢も多様化するのが自然では
ないだろうか。既存のスタイルに当てはまらず
に行き場をなくしている人たちは、どれほどい
るのだろうか。
当事者と研究者による本研究会は、そのよう
な模索の中で生まれた。新しいアディクション
に対する新しいアプローチは、当事者の生きる
苦しみの中から生まれるのかもしれない。
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